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抄録：本研究は，道徳の時間で取り扱う内容項目に対して，道徳的行為生起モデルに基づいて道徳的

心情を深めることをねらいとした授業の後，道徳的実践意欲を高めることをねらいとする「道徳の時

間」を配置することにより，児童が道徳的価値の理解を深め自己の生き方について考えを深めること

を目指した授業実践報告である。

　小学生低学年３４名のクラスを対象として，小学校道徳学習指導要領の内容項目２－⑵　「幼い人や

高齢者など身近にいる人に温かい心で接し，親切にする。」を２時間連続で取り扱った。１時間目の資

料は「はしのうえのおおかみ」，２時間目の資料は「ぼくのはなさいたけど」を用いた。授業の効果の

検証は，それぞれの時間ごとの児童の振り返りを記述したデータを分析する方法で実施された。結果，

道徳性を構成する諸様相を道徳的行為生起モデルにそって実施した事で，児童の道徳的実践意欲の高

まりが認められた。

キーワード：道徳の時間　道徳的行為生起モデル　道徳的心情　道徳的実践意欲

Abstract：This study describes a practice report that to think about way of life deepen the understanding of 
the moral values of children. This practice has been carried out on the basis of the moral act occurrence model. 
The lesson which  enhancing the moral practice motivation was conducted   after the lesson which aimed to 
deepen moral emotion.
　Elementary school lower grades 34 students participated. A Content item of moral value  2-⑵ of 
"elementary school curriculum guidelines" was conducted in two  lessons. We used article  "Hashinoue no 
Ohkami" in the first lesson.　In the second lesson .We used article "Bokuno Hana Saitakedo".
　The effects of lessons was conducted in a way to analyze the data that describes the retrospective of children 
each time.  As a result, we reported that the children of moral practice motivation were increased.

Keywords：Doutoku no Jikan  Moral Behavior Occurrence Model   Moral feelings   Moral practice 
motivation

道徳的行為生起モデルに基づいた道徳の時間の実践的研究

Practical Study of Moral Lessons that are Based on the Moral Behavior 
Occurrence Model

Ⅰ．はじめに

　平成２７年３月，文部科学省は，これまでの小中学校

の「道徳の時間」を「特別の教科道徳」（「道徳科」）と改

正し，引き続き学校の教育活動全体を通じて行う道徳教

育の要とする学習指導要領の一部改正の告示を行った。

　その背景として文部科学省（２０１５）は，①これまでの

「道徳の時間」は，各教科等に比べて軽視されがち，②読

み物の登場人物の心情理解のみに偏った形式的な指導，

③発達の段階などを十分に踏まえず，児童生徒に望まし

いと思われるわかりきったことを言わせたり書かせたり

する授業，の３点を課題として示している。これらの指

摘は，今回の文部科学省の提言を待つまでもなく，これ

までにも「道徳の時間」の実際上の問題点として様々取

り上げられてきた（例えば，中野，２０１５，今栄，１９８７）。

　そこで本稿では，道徳教育の要として示されてきた「道
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徳の時間」に対するこれまでの課題を踏まえた上で，「特

別の教科道徳（以下，道徳科と示す）」において今後期待

される，道徳的実践行為を生み出すための授業づくりを

目指した取り組みについての実践研究を報告する。

　はじめに，「道徳の時間」の授業を構想するにあたり，

その機序となる考え方について示す。

　鳴門教育大学附属小学校（２０１５）が実施した，「学校

内容の本質に迫る学びの創造」をテーマとした研究発表

において，多田（２０１５）は，小学校学習指導要領解説道

徳編（２０１０）に基づいて，「道徳の時間」における学習

内容の本質に迫る学びを実現するために，①道徳的価値

について理解すること，②自分との関わりで道徳的価値

がとらえられること，③道徳的価値を自分なりに発展さ

せていくことへの思いや課題が培われること，の３点が

授業で実現されなければならないことを示した。一方，

２０１５年に公示された小学校学習指導要領解説道徳編

（２０１５）においても，児童が道徳的実践を行うためには，

道徳的価値の意義及びその大切さへの理解が必要であり，

その理解のためには，①道徳的諸価値が人間としてより

よく生きる上で大切なことであると理解すること，②道

徳的価値は大切であってもなかなか実現することができ

ない人間の弱さを理解すること，③道徳的価値を実現し

たり，実現できなかったりする場合の感じ方，考え方が

一つではなく多様であるということを理解することが示

された。これらのことは，道徳教育の学びに必要なこと

として，道徳的価値の理解が道徳教育において基本的機

序であることを示している。加えて，小学校学習指導要

領解説道徳編（２０１５）が示すように，児童が多様な価値

観の存在を前提にして他者と対話したり共同したりする

ことで，価値理解と同時に人間理解や他者理解を深めな

がら自分自身の考えを深め，判断し，表現する力などを

育むことが期待されている。

　また，本稿で示す道徳的判断力・道徳的心情・道徳的

実践意欲と態度という構成概念も授業の構成には欠かせ

ないものである。小中学校学習指導要領（２０１５）では，

道徳的判断力・道徳的心情・道徳的実践意欲と態度を，

道徳性を構成する諸様相としてとらえ，これら道徳性の

諸様相は一人一人の児童が道徳的価値を自覚し実践する

ことができるような内面的資質であるとしている。道徳

的判断力は，様々な状況下で人間としてどのように対処

することが望まれるかを判断する力であり，道徳的心情

は，善を行うことを喜び，悪を憎む感情で，道徳的行為

への動機として強く作用するものとされる。道徳的実践

意欲と態度は，道徳的心情や道徳的判断力によって価値

があるとされた行動をとろうとするもので，道徳的判断

力や心情を基盤とし道徳的価値を実現しようとする意思

の働きであることが示されている。

　これまでに道徳的行為が生起されるまでの過程につい

て幾つかの成立過程のモデルが示されている。その一つ

として，菊池（１９８３，１９８４）が示す向社会的行動モデ

ルがある（図１）。菊池（１９８８）によると，向社会的行

動とは，相手からの報酬を期待せずに，相手に利益や援

助を与えようとする行動のことで，日本でも道徳的行為

との関連で多くの研究が報告されているとともに，思い

やり行動としても知られている（例えばバス.A.H，１９９１）。
向社会的行動モデルでは，「気付き」から「媒介過程」を

経て「意思決定」がなされ道徳的行為が成立する過程が

想定されている。その中の「媒介過程」では，向社会的

判断，共感性，役割取得，の３つの媒介要因が示されて

いる。

　媒介要因における向社会的判断の作用にはEisenberg
ら（１９６６）による発達段階が想定されている。それが

Eisenberg-bergの５段階説で，レベル１（快楽主義的道徳
推論の発達段階），レベル２（他者ニーズに基づく推論），

レベル３（他者からの承認），レベル４（共感的な推論），レ

ベル５（内面化された規範や価値観に基づく推論）に段

階づけられている。また，この向社会的判断という思考

機能が作用するには動機付けが必要となることが示唆さ

れており，その役割を果たすものの一つとして共感性が

考えられている（今栄，１９８７）。３つめの媒介要因であ

る役割取得は，相手の立場になって状況を見たり考えた

りする能力（Selman，R.，１９７６）とされるが，今栄（１９８７）
によると，自己中心的な思考段階の子どもには困難な能

力ではあるが，発達的に変化していくものであることが

示されている。

　次に，中里の愛他行動成立モデル（図２，１９８５）を紹

介する。このモデルは向社会的行動モデルよりも継時的

認知的側面動機的側面状況
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図２　中里の愛他行動生起モデル（１９８５）

（中里のモデルを多田が修正）
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図１　菊池（１９８４）向社会的行動モデル

（菊池のモデルを多田が修正）
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に行動生起過程が示されているとともに，認知的側面と

して互恵性の規範（前に助けてもらったから，今度は自

分が助けてあげる）と，社会的責任の規範（見返りを期

待せずに助ける）に分けていることが特徴である。

 　本研究では，これまで示した道徳的行為に相当すると
考えられる向社会的行動及び愛他的行動の生起モデルを

参考に，道徳的行為の成立の過程を動機的側面から認知

的側面を経て意思決定及び道徳的行為が生起するモデル

を想定することが実際的であると判断し，道徳の授業づ

くりにおける道徳の生起モデルとして図３の道徳的行為

生起モデルを作成した。　

Ⅱ．研究の目的

　本研究は，児童の道徳的行為の実践を実現するために，

道徳の時間に道徳的行為生起モデルに基づいた道徳的実

践意欲を高める授業実践を行い，その効果について検証

することである。

Ⅲ．方法

１．対象　

　対象　大学附属小学校　低学年（３４名）

２．方法

　本研究では，道徳的行為生起モデル（図３）に基づい

て，道徳的心情を深めることにねらいとした授業（授業

１）の後に，道徳的実践意欲を高めることにねらいとし

た道徳の時間（授業２）を連続して配置するとともに，

ねらいに関連して学習内容・発問の焦点化及び児童どう

しの共有化を図ることによる学習効果について，児童の

振り返りの記述より分析・検討する。振り返りは，読み

物資料を使った授業１・２の後半に，「自分の生活を振り

返って」というテーマで実施した。

 

Ⅳ．学習支援の工夫

１．児童の発達段階を考慮した設定

　本研究は，鈴木（２００６）の示した発達段階に実際の学

級の児童の状況を照らし合わせてねらいの設定を行った。

その結果，児童の自己中心的な視点及び具体的思考傾向，

相手意識を持てる，価値の良さや自分自身の良さを自覚

しているなどの特徴を把握し，そのうえでねらいを設定

した。

２．ねらいの時間配置に対する工夫

　道徳的行為生起モデルに基づき，学習指導要領（２０１０）

で示された内容項目２－⑵「幼い人や高齢者など身近に

いる人に温かい心で接し，親切にする。」について，２時

間連続の授業を設定。授業１を道徳的行為の動機付けと

なる心情に焦点をあて，授業２は道徳的心情を基盤とし

た意思の働きである道徳的実践意欲を高めることに焦点

をあてた。

３．道徳的価値の理解を深めるための工夫

⑴　資料の検討

　資料の選定にあたり，発達段階，ねらいとの関連性，

わかりやすさを考慮した。また，道徳的心情と実践意欲

にねらいを焦点化したため，複雑なジャッジメントや葛

藤を抱える資料を避けた選定を行った。結果，道徳的心

情の深まりをねらいとする道徳の時間は「はしのうえの

　おおかみ」（奈木，２０１４）を，道徳的実践意欲の高ま

りをねらいとした道徳の時間は「ぼくの　はな　さいた

けど」（山崎，１９９０）を用いることとした。

⑵　ねらいの焦点化　

　それぞれ道徳的心情を深めるための資料と道徳的実践

意欲の高める資料を選定することで，ねらいが明確に焦

点化され，学習内容も同様にねらいに対して焦点化され

た。

⑶　焦点化した発問の工夫

　テーマ発問，ふりかえり発問，（自分理解）対比・検討

の発問（問い返しの発問）についてそれぞれ，工夫をし

た（学習の実際に記載）

４．子どもの考えや思いの共有化

　子ども一人一人がもっている考えや思いを共有するこ

とにより，考えを深めたり考え直したりできることが期

待される。また，共有化する過程を通して，互いに尊重

し合ったり，一層前向きな気持ちを高めたりできる。そ

れは，これからの自分の課題や思いとして発展していく

ことにもつながっていくことが期待され，このことが道

徳的実践意欲の高まりに寄与すると考えられる。
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図３　道徳的行為生起モデル
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５.道徳的判断についての検討
　発達段階の検討の結果，対象児童は自己中心的な段階

の児童がボリュームゾーンとなっていると判断した。そ

のため，役割取得のような複雑な判断が困難である（菊

池１９８７）ことを考慮し，インカルケーションの効果を

含んだ学習活動を展開することとした。この頃の児童は，

教師との関係性からその価値を取り入れる傾向があると

されるため，道徳的判断は，概ね「親切」や「思いやり」

を肯定的に判断するであろうと考えた。そのため，道徳

的判断へのアプローチを今回は積極的に扱わず，心情か

らの動機付けの高まりや教師への期待に応えようとする

気持ち，児童どうしの意見の共有時に他者の意見が，イ

ンプリシットに影響を与えることを期待した。

６. 学習計画 
　本研究についての学習計画を表１に示す。 

表１　学習計画

①おおかみさんが親切にしてもらったときの気持ちを通して，日ごろお世話になってい

る身近な人々に気付き，感謝しようとする心情を育てる。

②トトがモイラやモイラのお母さん，自分のお母さんを思いやって揺れる気持ちに触れ

るとともに，トトの行動を通して，相手のことを思いやって親切にしようとする意欲

を高める。

ね　　ら　　い

学　習　計　画（２時間）

支　　　援
児童の意識と姿

（　　　　　は意識・は姿）

学　習　活　動

（時間）

○実際に橋と見せた平均台を

渡ってみることにより，本

時の学習で考える学習内容

を身近に感じることができ

るようにする。

○おおかみの気持ちを考える

場面で心カードを全員が提

示する場を設定することに

より，子ども一人一人の意

識を表出できるようにする。

○振り返りカードを書く場を

設定することにより，自分

の考えや思いを自覚し，友

達と共有することができる

ようにする。

・　意地悪して「えへん」といったおおかみの気持ちと人に親

切にして「えへん」と言った時のおおかみの気持ちを比較

して考えている。

・　思いがけず，くまにしてもらった優しい行為について，お

おかみが何を考えているのかを話し合っている。

・　自分の生活の中で，実際に人に親切にした時の事を思い起

こし，自分の気持ちを思い出している。

・　友達の考えを知ったり，自分の考えを人に伝えたりするこ

とにより，改めて考え直したり親切にしていこうと前向き

な気持ちになったりしている。

①資料

「はしの　うえの　おおか

み」（出典：文科省私たちの

道徳）を学習して，身近な人

たちに温かい心で接し，親切

にしようとする心情を育てる。

（１時間）

○黒板シアターで資料を提示

することにより，主人公の

気持ちに共感することがで

きるとともに，資料の内容

を理解することができるよ

うにする。

○トトの気持ちを考える場面

で心カードを全員が提示す

る場を設定することにより，

一人一人の意識が表出でき

るようにする。

○私たちの道徳をひらく場や

前時での振り返りカードを

見る場を設定することによ

り，道徳的価値を自分に引

きつけて考えることができ

るようにする。

・　お母さんのために一生懸命花を育てているトトの気持ちや，

モイラに花を残そうかどうしようかと迷っているトトの気

持ちを考えている。

・　自分の生活の中で，相手のことを考えて親切にできたこと

があるかどうかを思い起こし，今の自分の言動を振り返っ

たり，その時の気持ちに気付いたりしている。

・　友達の考えや思いを知ることにより，自分の思いや考えを

見直したり考え直したりしている。

・　これからの生活で，相手のことも考えて身近な人に親切に

していこうとする気持ちになっている。

２．資料

「ぼくの　はなさいたけど」

を学習して，身近な人たちに

温かい心で接し，相手のこと

を考えて親切にしようとする

意欲を高める。

２−（２）

（１時間）

＊本時

おおかみさんはいばっていて，いじわるだな。でも，くまさ

んに出会ってかわったところがあるよ。

くまさんに親切にされてから，くまさんの背中をじっと見て

いるおおかみさんは，何を考えているのかな。

親切にされた時のおおかみさんはうれしそうだな。でも親切

にした時のおおかみさんはもっとうれしそう。

一生懸命花を育てている時の気持ちわかるなあ。プレゼント

は大きな花たばにして，お母さんに喜んでもらいたいよ。

お母さんにお花あげようと思っているのに，モイラにとられ

たらいやだよね。でも，モイラもかわいそうだな。

トトは，モイラやモイラのお母さんのことを考えてあげたん

だね。自分のお母さんにもあげたいのに。

お母さんには１本しかあげられなかったけど，お母さんはや

さしい気持ちのトトをほめてあげたんだね。



№３０ ４９

Ⅴ．教育実践の実際

１．授業の実際

　本稿では授業２の道徳的実践意欲を高めるねらいに焦

点化した授業実践の実際を示す。

⑴　本時の主題名　あたたかい　こころ（２−⑵）

⑵　本時のねらい　

　身近な人たちに温かい心で接し，相手のことを考えて

親切にしようとする意欲を高める。

⑶資料について　

　本時では，「ぼくのはなさいたけど」（山崎，１９９０）を用

いた。本資料は自分のことは我慢してでも相手のことを思

いやって親切にする主人公である子ぐまのトトを中心に

描かれている。主人公の揺れ動く気持ちと，考えた上での

道徳的判断についての経過がわかりやすく描かれている。

　　

　生活科で交流を繰り返し行っている幼児に対して，ど

のような気持ちでプレゼントを用意しているかを問うこ

とにより，資料の主人公の思いと自分の思いを重ね合わせ

て考えることができるようにし，本時のねらいを確認した。

　

　

　

　

　

 
　 資料提示の際には，黒板シアター（図４　図５）を行
うことで資料の理解を促すとともに，主人公の気持への

共感が深まり資料の世界に入り込みやすくなるような場

を設けた。

　資料に対しての話し合いの場では，全員が意思表示で

きるようカードを提示させた。友達が提示したカードを

見ることで，自分の意見を再考する子どもの姿が見られ

た。また提示したその理由を問い直すことにより，子ど

もが主人公トトの思いと重ねて自分の考えや思いを表出

することができていた。中心発問となる「２本しかない

花のうち１本をどうしてモイラに残していったのだろ

う」に対しては，「困っているモイラのことを考えて」や

「病気でつらい思いをしているモイラのお母さんのため」

といった発言が多く表出された。相手を思いやっての行

動であることに気付き，その気付きに共感する子どもが

多かった。また，「トトにとってはあんなに大切な花なの

にあげていいのか」と問い返した時には，「自分も欲しい

けど，モイラはもっと困っているから」といった発言が

あった。相手を思いやっての行動をとる時は，自分のこ

とは少し我慢することもあるのだと，ねらいとする道徳

的価値に迫った意識をもった子どももいたことがわかる。

　

  

【学習活動１】　生活科でおこなわれている幼児と

の交流でわたすプレゼントのことを思い出し，相手

意識を想起するとともに，本時のねらいをつかむ。

【学習活動２】　主人公の子ぐまのトトが，大切に育

てていた花をモイラ（登場する動物）に残した時の

気持ちや，お母さんに花束を渡せなくて泣いてし

まった時の悲しい気持ちについて考え，葛藤状態を

乗り越えて行動した後の達成感や周囲からの温かい

言葉や態度に触れて，自分も同じように行動したい

という気持ちを抱かせる。

図４　黒板シアター

図５　黒板シアター

【学習活動３】本時で気付いた道徳的価値に照らし

て，自己の振り返りを行う。

友達との関係に発展し
た意識が表出された振
り返り

幼児に対して親切な行動をとっ
たこと，またその時の気持ちが
表出された振り返り

これから生まれる兄弟
を意識した振り返り

親切にすると相手も自分もうれ
しいといった前時からつながっ
た意識が表出された振り返り

図６　共有化後の児童のふりかえり
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　グループ活動で互いの意見を共有し，話し合う中で，

相手意識が弱かった子どもも自分の生活体験を改めて振

り返り，相手のことを考えて思いやりある行動ができて

いたかを再度考え直すことができていた（図６）。

Ⅵ．結果及び考察

１．記述分析

　授業１及び授業２で児童が記述した振り返りシートの

データを，グランデッドセオリー（才木，２０１０）で用い

られる手順に従い，オープンコーディングの手法で分類・

集約した。記述の手順として，授業の内容を踏まえた自

身の振り返りの記述の後，振り返った内容についてグ

ループで共有化した後，２回目の振り返りの記述をさせ

た。

２．手順

　記述内容から単一の意味内容を持つようにプロパティ

とディメンションを抽出してラベルをつけた後，ラベル

に基づいてカテゴリー化して分類し，カテゴリーの意味

づけを行った（その一例を表２に示す）。

　プロパティは最も抽象度が低く切り口や視点となる個

別情報の背景等を構成する要素としてとらえ，ディメン

ションはそのプロパティから見た時にその事例がどうで

あるかという当該情報がもつ要素として示した。

　分類作業後，教育学を専門とする大学教員１名と小学

校教諭１名計２名による検討を経て，概ねの妥当性と信

頼性を確認した。 

３．結果

　授業１の振り返りシート分析の結果，第１のカテゴ

リーとして２８のデータからによる「温かい心をもって親

切にしようとする心情」カテゴリーが生成された。第２

のカテゴリーとして，データ数７による「親切をする心

地よさの体験」カテゴリーが生成された。第３のカテゴ

リーとして，データ数１０による「親切の循環」カテゴリー

が生成された（表３）。そのうち，意見の共有後に記述さ

れたデータとして，「温かい心をもって親切にしようとす

る心情」カテゴリーでは２５記述のうち１２のデータが共

有後に記述された（表３のデータ３８などデータNo左枠
外に共と記載）。「親切をする心地よさの体験」では，全

７データ中３つが共有後に，「親切の循環」では，全１０

データ中１つが共有後に記述された（表３）。

　授業２，資料「ぼくのはなさいたけど」を用いた，道

徳的実践意欲を高めることをねらいとした授業の分析の

結果，第４のカテゴリーとして１７のデータから，「相手

に喜んでもらった心地よさの体験」カテゴリーが生成さ

れた。第５のカテゴリーとして１３のデータから，「相手

の気持ちを考えた思いやり行動」カテゴリーが生成され

た。第６のカテゴリーとして，６つのデータから，「相手

のことを考えようとする気持ち」が生成された。第７の

カテゴリーとして，１７のデータより，「親切にしようと

する意欲の高まり」が生成された（表４）。

　続いて，意見の共有後のカテゴリーに分類された記述

データとして，「相手の気持ちを考えた思いやり行動」カ

テゴリーでは１３記述のうち５つのデータが共有後に記

述された。「相手のことを考えようとする気持ち」では，

全６データ全てが共有後に記述された。「親切にしようと

する意思」では，全１７データ中１４が共有後に記述され

た（表４）。

【学習活動４】自己の振り返りをグループの仲間と

共有する。

表２　データ　プロパティ　ディメンション

カテゴリーラベルディメンションプロパティデータNo.

温かい心を持って親切にし
ようとする心情

温かく接する人から
の影響を受けて高ま
る意欲

・いとこの△歳の○○ちゃん
・優しくした
・やさしく遊んでくれた
・楽しかった
・○○ちゃんやみんなに
・優しくする作戦を立てた
・○○ちゃん
・うれしそうだった

・誰に対して
・したこと
・してもらったこと
・その時の気持ち
・誰に対して
・したこと
・誰に対して

いとこの△歳の○○ちゃんに，優しくできた
ら，○○ちゃんも優しく遊んでくれた。一緒
に遊んでとても楽しかった。○○ちゃんやみ
んなに優しくするという作戦をたてた。○○
ちゃんはうれしそうだった。

１５

温かく接する人から

・バスで席を譲った
・バスの中で落し物を拾っても
らったことがある
・まねしたいと思った

・したこと
・してもらったこと
・今後の意向

バスの中を譲ったことがある。バスの中で落
とし物を拾ってもらったことがある。まねし
たいと思った。

３８

親切をする心地よさの体験
譲った時の気持ち良
さ

・滑り台に並んだ時，譲っても
らった
・ありがとうと言った
・譲ってくれた人
・「どういたしまして」と言われ
た

・してもらったこと
・したこと
・誰に対して
・してもらったこと

すべりだいに行って並んだ時，ゆずっても
らったことがある。「ありがとう」といったら
「どういたしまして」と言ってくれた。

１７

親切した時の爽快感

・親切にしたことがある
・良かったと思った
・相手が嬉しそうだった
・すっきりした

・したこと
・その時の気持ち
・相手の様子
・自分の気持ち

親切にしたことがある。親切にしてよかった
と思った。相手もうれしそうだったし，わた
しもすっきりしたから。

１８
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表３　授業１の振り返り　カテゴリー１〜３

カテゴリー１　温かい心を持って親切にしようとする心情

いつもやさしい○○さんがしてくれた親切。転んだときに保健室に一緒にいこうねと言ってくれたのがうれしかった。まねしたい。５

ものがたりとにていて，細い道を一人しか通れない時に，友達に持ち上げられておろされました。かっこいいと思いました。やさしさをもらってまねしたい
と思いました。みんなにもわけてあげたい。

７

僕も自分より小さい子に，しゃべるがないと言っていたから貸してあげました。８

おおかみさんみたいに人のいいところをまねしたい。だっこはいまはできないけど，大きくなったらしたい。９

ぼくもまねしたいです。小さい子にじまんはできるけど，大きい人はたおせない人になりたいです。１０

わたしはこの前優しいお友達に給食を配るのを譲ってあげた。どうしてかというとその子はいつも優しくしてくれるから。１１

ぼくはあまり優しくしたことがないから，おおかみさんみたいになりたい１２

自分はしたことがないし，できる子もできない子もいると思う。（人をもちあげること）でもしてみたい。１３

いとこの△歳の○○ちゃんに，優しくできたら，○○ちゃんも優しく遊んでくれた。一緒に遊んでとても楽しかった。○○ちゃんやみんなに優しくするとい
う作戦をたてた。○○ちゃんはうれしそうだった。

１５

ぼくはおおかみさんみたいになったことがある。そんな時は違う子が優しくしてくれます。これからも親切をまねして優しくしてあげる子になりたい。１６

おとなになったらくまさんのようにしたい。おおきくなったらまねしてみたい。２０

お母さんが妹に対していやがらないような言い方をしているのをまねしたい。そうするといもうともいい気持ち。２１

テニスにいくために勉強してから行きなよって言われました。おおかみさんみたいにしてあげたい。２６

おおかみさんのように親切にしたい。どうしてかというと人に親切にしたことが５回くらいしかないから。２７

わたしもまねしたいしみんなにもまねしてほしい。みんなと一緒に心でがんばりたい。２９

おおかみさんみたいにゆずってあげたり，もちあげたりできたらいいなあと思った。３０

バスの中を譲ったことがある。バスの中で落とし物を拾ってもらったことがある。まねしたいと思った。３８

バスで席をゆずった４０

今できるやさしいことをがんばりたい。４２共

汽車の中でお年寄りに人にせきをゆずったことがある。４３共

おおかみさんのようにともだちにやさしくしたい。自分はできてないけど，したい。４７共

○○さんみたいにやさしい子になりたい。４９共

だれでも親切にできる。小さい１年１組の子がブランコをゆずっていた。私もまねしたいと思った。５２共

バスの中で体が不自由な人やお年寄りにせきを譲ったことがある。ブランコでかわってあげたことがある。５４共

おおかみさんよりもっともっとやさしくなりたい。５７共

くまさんみたいに，いじわるな人にやさしくしたい。５８共

お兄ちゃんの忘れ物を持って行くといつもお兄ちゃんのお友達が話しかけてくれる。それをまねしたい。６３共

相手がちいさいから優しくした。バスでせきをゆずってもらった。まねしたい。相手の人がうれしくなるようにしたい。６５共

カテゴリー２　親切をする心地よさの体験

親切にしたことがある。親切にしてよかったと思った。相手もうれしそうだったし，わたしもすっきりしたから。１９

バスでおばあさんが乗ってきたのでゆずってあげたら，ありがとうといわれてうれしかった。３１

電車でおおかみさんのように親切にしたことがある。お年寄りのひとがのってきたので，せきをゆずったことがある。いいきもちになった。３４

すべりだいに行って並んだ時、ゆずってもらったことがある。「ありがとう」といったら「どういたしまして」と言ってくれた。１８

私はバスの中でゆずってあげたことがある。そのとき譲ってあげた人はおばあさん。私が譲ったときありがとうといってくれて良かった。４６共

自分も親切にしたことがある。先に人にゆずったことがある。相手の人はありがとうとにこにこしていた。５０共

相手も自分もうれしい気持ちになることが親切だから，これからは親切をいっぱいして相手に喜んでもらいたい。６４共

カテゴリー３　親切の循環

お母さんにせきをゆずってもらいうれしかった。うまくえいががみえてよかった。これからわたしもまねしてゆずりたい。３

親切にしてもらった時，ぼくがゆずろうと思ったけど，むこうから先にゆずってくれたからうれしかった。これからもいっぱいゆずりたい。４

すべりだいに並んでいた時，私がいそいでいたら，一人前の子がゆずってくれました。そのときうれしかった。ありがたい。まねしたい。１７

今までは親切にできなかったけど，４年生の友達が席をゆずってくれたことがある。ぼくは今度は勇気をもってお年寄りの方に親切にしてあげたい。２２

お母さんが私が困っている時にたすけてくれたので私もまねしてみたい。がんばっている時におかあさんが「手伝おうか」って言ってくれたのもうれしかっ
た。お母さんがうれしいことを私もしたい。

２４

ぼくが怒られた時に「大丈夫。」と弟がいってくれた。ぼくも細い道にでたらおおかみさんみたいにしてあげたい。２５

小さい時にころんだことがあった。お母さんが優しく消毒や絆創膏を貼ってくれて，うれしかった。だからぼくもお友達や弟が転んだらやさしくしてあげた
い。

２８

親切にしたことがある。バスで足がいたい人に席を譲ってあげた。どうしてかというと自分もゆずってもらったことがあるから。３２

おおかみさんのように，親切にしてもらったことがある。３３

バスの中でたくさんの人がいて私が譲ってもらったことがあるから，私もおばあちゃんに譲ってあげた。５６共

おおかみさんのようにやさしくしたい。どうしてかというと，やさしくしたら，またやさしくしてくれるから６

※表３の枠外の「共」は，児童の意見共有化後に記述されたデータを示している。
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表４　授業２の振り返り　カテゴリー４〜７

カテゴリー４　相手に喜んでもらった心地よさの体験

おばさんに絵を描きました。お姉ちゃんの方がうまかったけど，喜んでもらえてよかった。２

僕もトトのようにお母さんの誕生日にお手紙しかあげられなかった。その時泣きそうになったけどお母さんに「ありがとう」と言ってもらってうれしかった。３

お父さんの誕生日に自分は何もおくれず，でもお母さんやおばあちゃんはプレゼントを用意していたから，悔しかったけど，おばあちゃんが「一緒にわたそ
う」といってくれたからうれしかった。

４

お母さんの誕生日の日，ぼくもトトと同じように，花をあげたことがある。自分も欲しいとおもったけどおねえちゃんが欲しいと言っていたのでおねえちゃ
んにあげた。その時とてもいい気持ちだった。

７

トトは最初喜んでもらえないと思っていたけど，お母さんにあげたら喜んでくれていたので，よかった。８

おともだちがたまにやさしくしてくれているから，その人の気持ちを考えて最近やっている。私は前嫌いなお友達に優しくできたことがあっていい気持ちだった。１０

いとこの○○ちゃんといるときは自分のことは我慢して○○ちゃんと遊んであげた。○○ちゃんはうれしそうで，わたしも楽しかった。１４

ぼくより妹が工作は得意だけど，僕がつくったもの「気にいってもらえるかな」とおもったけど，見せてあげたら喜んでくれた。うれしかった。１５

今まではお父さんに喜んでもらえないと思っていました。なぜならいろぬりがうまくいかなかったから。これからは自分もいいなと思う作品を作りたい。１８

お父さんにプレゼントした時喜んでもらえるか心配だったけど，うれしいと言ってくれてうれしかった。１９

母の日に喜んでもらえないと思った折り紙をお母さんが喜んでくれた。うれしかった。２０

幼稚園の友達とさつまいもおやつ作りをした時，おいもがすべってひっくりかえせない子のおいもをとってあげた。ありがとうと言ってくれてうれしかった
（私たちの道徳を振り返って）

２５

母の日に母ちゃんの似顔絵を贈った。２６

絵を描いて喜んでもらえないかもと思ったけれど喜んでもらえて良かった。２７

お母さんの誕生日におりがみを贈った。おじいちゃんやおばあちゃんは服とかを贈っていたから自分の折り紙を喜んでもらえるか心配だった。でもすごく喜
んでくれてうれしかった。一生懸命つくったもんは相手も喜んでくれるのかなと思った。

２８

おばあちゃんの誕生日に小さい家をあげようと思っていたけど，お母さんが新しいものをかっていたので，喜んでもらえるかなと心配になった。２９

母の日にお母さんに手紙を書いた。お兄ちゃんの方が字もきれいで自分のは喜んでもらえるか心配だったけれど，渡したらお母さんにありがとうといっても
らえて，ぼくはうれしい気持ちになった。

３０

カテゴリー５　相手の気持ちを考えた思いやり行動

バター焼きを家で作った時お兄ちゃんの分を残してあげた。１

幼稚園のお友達とおいもを一緒に洗う時にブラシで洗うのを幼稚園のお友達にやらせてあげた。そのときおいもも持ってあげた。５

友達が遊びに来た時，大切なゲームを貸してあげることができた。（お母さんからの手紙を読んで）２１

おいもパーティの時に私が幼稚園のお友達の分も入れることになった。こぼさずに入れることができてうれしかった。２２

いとこの○○くんが車から降りるとき自分が先におりて，安全確認をした。（お母さん）からの手紙を読んで。２３

おやつを食べるとき１こしかなかったから，おとうとにあげた。ドッジボールの時自分も投げたかったけど，友達にゆずってあげたことがある。２４

僕はお父さんに似顔絵をあげた時汚れたところもあって喜んでもらえないと思ったけど，お父さんに「きれいな似顔絵ありがとう」と言われたのでうれしかった。３１

じいちゃんのお誕生日に手紙を書いた。お姉ちゃんが上手で自分のは喜んでもらえないと思ったがおじいちゃんが喜んでくれてうれしかった。３２

いとこの○○くんが一人の時かわいそうだから一緒に遊んであげた。１２５共

幼稚園の子と芋掘りをしている時自分ばっかりたくさん掘って，幼稚園の○○くんがかわいそうだったからかわってあげたらうれしそうだった。１２６共

幼稚園のお友達とお芋掘りをしたときに，自分のことばかり考えていたけれども，２回目に一緒に洗ったときは自分のことだけじゃなくて，自分のことは我
慢して幼稚園さんのことも考えられた。

１２９共

これからも幼稚園のお友達のことを考えたい。１３０共

僕は前に自分のやりたいことを我慢して妹と遊びました。妹はとてもうれしそうで，僕もうれしかった。１３２共

カテゴリー６　相手のことを考えようとする気持ち

これからは自分のことばかりじゃなくて，人の意見も聞いていきたい。１０６共

今度からは，幼稚園のお友達のことも考えて行動するようにしたい。１０７共

今度からは幼稚園さんのことも考えて行動したいです。１０８共

これからは優しく声をかけたり我慢したりしようとおもった。そして相手のことも考えたい。１１６共

これからは自分のことだけでなく，小さい子のことも考えるようにしたい。１２０共

私は前自分のことだけ考えていたけど，次からは幼稚園のお友達のことも考えたい。１２７共

カテゴリー７　親切にしようとする意志

お母さんの誕生日にお父さんやお兄ちゃんと一緒にプレゼントを買った。１２

お母さんのおなかに赤ちゃんがいることがわかってから，いろいろ助けてあげた。（お母さんからの手紙を読んで）１３

お父さんに絵をかいて，自信がなかったけどおとうさんが喜んでくれた。トトみたいな気持ちになった。３３

おいもパーティーでいもを切る時自分で切りたいと思ったけど，幼稚園さんにきらせてあげた。１０９共

弟に「遊ぼう」と言われて，勉強したかったけど遊んであげた。いい気持ちになった。１１０共

今までトトのようにしたことはないけれど，これからはトトのようにしたい。１１１共

幼稚園で年長の時，年少の子が転んでいたから，自分のしたい遊びを我慢して，保健室につれていったことがある。そのあと遊んだ。１１２共

弟と遊べるようになったら遊んであげたい。１１３共

これからもトトのように小さい相手に優しくしてあげたい。優しくしてみんなと仲良くして遊びたい。１１４共

ぼくはこれから小さい相手に優しくしたい。ぼくはみんなを助けてあげる優しい子になりたい。１１５共

前，弟が毛虫を触ろうとした時に僕が木をつかってけむしをおろしてあげたことがあります。１１７共

これからは小さい子と遊んであげて喜ばせてあげたい。１２１共

いとこに○○くんという子が「あそぼう」と言ってきたとき，自分は△△くんという子と遊びたかった。でもそれを我慢して小さい○○くんと遊んであげる
と，とてもかわいい笑顔になっていたから良かった。

１２２共

これからはトトみたいにちゃんとがまんしたい。幼稚園の子といものつるを植えた時は一緒に遊ぼうって言えなかったけど，料理した時は自分からさそえた。１２４共

サッカーで自分が蹴りたい気持ちを我慢して弟に蹴らせてあげた。うれしそうだった。これからもたくさん優しくしてあげたいと思う。１２８共

これからは幼稚園の○○ちゃんと仲良くしたい。トトみたいにがまんして○○ちゃんに喜んでもらいたい。１３３共

※表４の枠外の「共」は，児童の意見の共有化後に記述されたデータを示している。
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４．考察

⑴　発達段階を考慮した支援の効果

　発達段階を考慮した工夫として，道徳的価値観を児童

の自己中心的な視点に加え，具体的な思考傾向に近づけ

て価値の自覚を図ることを試みた。結果，カテゴリー２

のNO.１８「すべりだいに行って並んだ時，ゆずってもらっ
たことがある。「ありがとう」といったら「どういたしま

して」と言ってくれた。」や，カテゴリー４のNO.４「お
父さんの誕生日に自分は何もおくれず，でもお母さんや

おばあちゃんはプレゼントを用意していたから，悔し

かったけど，おばあちゃんが「一緒にわたそう」といっ

てくれたからうれしかった。」という記述データに加えて，

カテゴリー３のデータNO.１７の「すべりだいに並んでい
た時，私がいそいでいたら，一人前の子がゆずってくれ

ました。そのときうれしかった。ありがたい。まねした

い。」など，親切が自分自身を心地よくしてくれた経験に

ついての記述が見られた。このことより，発達段階に見

合った授業設定により，資料の内容理解や道徳的価値に

触れる経験からの自覚がなされたのではないかと考える

ことができる。まだ，自己中心性が残る発達段階にあた

る児童をボリュームゾーンとして授業を構成したことで，

資料の選定，発問が道徳的価値の自覚を図るにあたり，

概ね適切なものになったものと考えることができるので

はないかと考えた。

　次に，カテゴリー３の「親切の循環」（例えばNO.６の
「おおかみさんのようにやさしくしたい。どうしてかとい

うと，やさしくしたら，またやさしくしてくれるから」

やNO.２８の「小さい時にころんだことがあった。お母さ
んが優しく消毒や絆創膏を貼ってくれて，うれしかった。

だからぼくもお友達や弟が転んだらやさしくしてあげた

い。」）の記述からは，中里（１９８５）の示す互恵性の規範

や，Bar-tal ら（１９８２）による援助行動の発達理論（１．
物質的強化による追従　２．心理的強化による追従　３．

自発性の始まり　４．規範的行動　５．一般的互恵性　６．

愛他的動機 ），の６つの段階の４・５段階に相当するも
のと捉えることができ，外的な報酬や互恵性に位置付け

られるものと考えることが可能である。これらのことか

ら，本授業設計において設定した児童の発達段階が道徳

的価値の自覚を図るもしくは価値を理解するのに概ね肯

定的に作用したと考えた。

⑵　時間配置とねらいの焦点化の効果

　道徳的行為生起モデルに基づいた道徳的心情を深める

ことにねらいを焦点化した授業１では，カテゴリー１の

「温かい心を持って親切にしようとする心情」（例えば，

NO.１５「いとこの△歳の○○ちゃんに，優しくできたら，
○○ちゃんも優しく遊んでくれた。一緒に遊んでとても

楽しかった。○○ちゃんやみんなに優しくするという作

戦をたてた。○○ちゃんはうれしそうだった。」やNO.６３

「お兄ちゃんの忘れ物を持って行くといつもお兄ちゃん

のお友達が話しかけてくれる。それをまねしたい。」など），

に加え，カテゴリー２の「親切をする心地よさの体験」

に示された，自分の経験が及ぶ範囲の身近な人へ親切に

することの心地よさの経験についての記述（例えば，カ

テゴリー２，NO.３４の「電車でおおかみさんのように親
切にしたことがある。お年寄りのひとがのってきたので，

せきをゆずったことがある。いい気持ちになった。」や

NO.３１の「バスでおばあさんが乗ってきたのでゆずって
あげたら，ありがとうといわれてうれしかった。」）から，

親切にすることが自分にとっても大切なことと自覚でき

たことを示すとともに，その時生起した感情が道徳的心

情を深めるものになったと捉えた。

　次に，道徳的実践意欲を高めることにねらいを焦点化

した授業２の児童の振り返りから，カテゴリー４の「相

手に喜んでもらった体験」（例えば，カテゴリー４，NO.３
の「僕もトトのようにお母さんの誕生日にお手紙しかあ

げられなかった。その時泣きそうになったけどお母さん

に『ありがとう』と言ってもらってうれしかった。」など），

に示されているように，親切や思いやりを相手に与えた

時に喜んでもらったという体験が外的報酬となり，思い

やり行動や親切心への行動への意欲が生起することにつ

ながる一つの要因となるのではないかと考えた。本授業

では，主人公のトトが葛藤の後に母親に喜んでもらうだ

けでなく誉めてもらうという展開に，児童は共感し，自

分自身と重ね合わせて親切や思いやりをイメージするこ

とができたのではないかと考えられる。

　カテゴリー５の「相手の気持ちを考えた思いやり行動」

（例えば，NO.１の「バター焼きを家で作った時お兄ちゃ
んの分を残してあげた。」やNO.１２９「幼稚園のお友達と
お芋掘りをしたときに，自分のことばかり考えていたけ

れども，２回目に一緒に洗ったときは自分のことだけ

じゃなくて，自分のことは我慢して幼稚園さんのことも

考えられた。」）では，資料の主人公が，自分に関わって

いる相手だけではなく，関わっている相手，第３者につ

いて考えることを理解することで，自分自身の経験でも

同様のことを想起する機会を与えることができた。

　カテゴリー６の「相手の気持ちを考えた思いやり行動」

では，（NO.１０７「今度からは，幼稚園のお友達のことも
考えて行動するようにしたい。」やNO.１０６「これからは
自分のことばかりじゃなくて，人の意見も聞いていきた

い。」）カテゴリー５の内容を受けて，道徳的実践意欲が

高まっている記述が見られた。

　カテゴリー７の「相手の気持ちを考えた思いやり行動」

では，（NO.１１４の「これからもトトのように小さい相手
に優しくしてあげたい。優しくしてみんなと仲良くして

遊びたい。」や，NO.１１５「ぼくはこれから小さい相手に
優しくしたい。ぼくはみんなを助けてあげる優しい子に



鳴門教育大学学校教育研究紀要５４

なりたい。」）という道徳的実践意欲が表現されている記

述が見られ，道徳的実践意欲の高まりが示された。

⑶共有化による効果

　今栄（１９８７）によると，向社会的行動の発現に関わる

判断は道徳的判断と同様であるとし，道徳的行為が生起

されるにあたり，道徳的心情の深まりに加えて道徳的判

断という認知過程を経ることが重要であることが示され

ている。　

　本実践では，道徳的行為を生起させる前段階として，

道徳的行為生起モデルの意思決定の段階を道徳的実践意

欲の高まり段階と想定し，そのための動機的役割を道徳

的心情に求めた。道徳的な判断については，小学校低学

年という発達段階を考慮して，教師との関係性からその

価値を取り入れる傾向を見込んだインカルケーションの

効果をねらった学習活動を展開した。授業の中で，資料

教材，教師の語り，児童どうしの話し合いの中に「人を

思いやること」「親切にすること」は良いことだという意

味合いがインプリシットに授業で共有されることを想定

したものであった。すなわち，「人を思いやること」「親

切にすること」は良いことでするべきものだという道徳

的判断を強化することにつながったのではないかと考え

ることができる。

　授業１では，カテゴリー１の「温かい心を持って親切

にしようとする心情」に共有化後の記述が多く見られた。

特にNO.６３「お兄ちゃんの忘れ物を持って行くといつも
お兄ちゃんのお友達が話しかけてくれる。それをまねし

たい。」や，NO.６５の「相手がちいさいから優しくした。
バスでせきをゆずってもらった。まねしたい。相手の人

がうれしくなるようにしたい。」など，自分自身の心地よ

い心情から真似してみたいという行為への意欲が表現さ

れた記述であることから，共有化が道徳的実践意欲の向

上に効果的に影響していると考えた。

　授業２における共有化の効果は，相手の気持ちを考え

ることや相手の気持ちを考えて行動しようとする記述に

特徴が見られた。ただ単に，道徳的価値を実践しようと

いうことだけではなく，相手のことを自分なりに考えて

行動することは，この発達段階の児童には難しいと考え

られているが，共有化により，様々な意見に触れること

で，より高次の考えに到達する可能性が示唆された。

Ⅶ．今後の課題

　本実践は，児童の振り返り記述を中心に分析，検討し

たものである。したがって，効果の検証がある側面でし

か捉えられておらず，授業中の変容やその時々の発言や

態度についての検証がなされていない。道徳の時間は授

業時の児童の発言が大切なため，その様子を併せて検証

することが必要である。今後の実践研究では，さらに多

面的な評価を用いて妥当性と信頼性を高め，児童の道徳

的実践の実現に寄与できるように工夫をしていきたい。
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